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施設や通所介護、訪問介護の現場で、医療と介護がともに手を携えて
豊かなケアを提供するための必携の書！
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介護職にとって「難しくて、とっつきにくい」イメージの医療。しかし医療と
介護の連携の重要性が強調される今、「医療と力を合わせて利用者に関わる介
護職」が求められます。本書は生活を支える介護職と、病を看る医療職がとも
に手を携えて、最後まで地域で支えるケアを実現するための必携の書です。
介護職だけでなく介護と連携をはかる医療職も必読です。
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